
Ｇ７伊勢志摩サミット「質の高いインフラ輸出拡大イニシアティブ」 
経協インフラ戦略会議（５月２３日開催） 

 途上国の地熱開発支援      

 大規模インフラ案件に対するF/S支援 

 無償資金協力の制度・運用改善 

 人材育成支援の更なる強化       

 
 

 世界全体のインフラ案件向けに、今後５年間の目標として、約2,000億ドルの資金等を供給 
①対象地域をアジアから全世界に（ロシア・アフリカ等）                                              
②資源エネルギー等も含む幅広いインフラに対象を拡大（石油・ガス、病院等）                                  
③オールジャパンで関係機関が実施                                                       
 （JICA、JBICに加え、NEXI、JOIN（交通・都市開発）、JICT（通信・放送・郵便）、JOGMEC（石油ガス・金属鉱物資源） 

１．世界全体に対するインフラ案件向けリスクマネーの供給拡大 

 円借款の更なる迅速化（F/S調査開始から着工までの期間を最短1年半に短縮。事業期間の「見える化」） 

 

 
 
 JICA海外投融資の柔軟な運用・見直しやユーロ建て海外投融資の検討        

 NEXI貿易保険の機能拡大（海外投資保険・輸出保険の非常危険のカバー率（上限）を100％に）  

 JOIN・JICTの出資基準・運用の緩和 

 JBICと市中銀行の協調融資における市中優先償還の柔軟な適用 

 

３． JICA、JBIC、NEXI、JOGMECその他の関係機関の体制強化と財務基盤の確保 

２．質の高いインフラ輸出のための更なる制度改善 
（１）迅速化の更なる推進         

（２）民間企業の投融資奨励        

（３）その他       

（別紙１） 
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